
【学科共通】
・科目「農業と環境」の充実
・農家でのインターンシップ
・フリーズドライを活用した商品開発

【各学科のプログラム】
・農業科（米のブランド化）
・園芸科（スマート農業の実践）
・生活科（伝統野菜の保護と活用）
・食品化学科（地元食材の新たな活用法の提案）
・農業機械科（再生可能エネルギーの活用）

宮城県農業高等学校 スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH） 構想図

【背景】
東日本最震災からの復興 世界の食糧需要の拡大 農業技術の高度化 産業構造・就業構造の変化 就農者の不足

学科の特徴を生かした，魅力ある農業モデル
の学習プログラムを構築，復興の支えとなる実
践力（志・知・技）を備えた就農者を育成する。

・６次産業化等の
次世代型農業へ
の対応

・教員の指導力と
資質の向上

農業の重要性と魅
力を発信し、地域を
担う、次代を担う就
農者を育成する。

連携
・
協力

地域の小中学
生や住民、地
域の産業界へ
農業と農業高
校の魅力を発
信 （ＨＰ，成果報
告会，各種大会等）

農業高校と地
域の農家・農
業法人、産業
界等とのネッ
トワークの構
築

自営就農
農業大学校への進学
農業法人への就職

７％
（H24年度
卒業生)

２０％
（H28年度
卒業生)

志：復興に寄与する高い志を持った就農者
知：次代を担う、グローバルな視点を持った就農者
技：高度な知識・技術を持つ専門的職業人

研
究
課
題

対

応
【連携先】

農家，農業法人，
大学，農業大学校，

企業，研究機関，地域の
産業界等

ネットワークの構築 農業の魅力発信魅力ある学習プログラムの構築

University

地域を担う就農者の育成に向けて

「日本最古の農業高校 震災・津波からの復活の取組み！ 地域で活躍する就農者増加に向けて」
～志・知・技を持った就農者増加へのV字回復～


